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第1章 緒 言

本学の学術情報ネ ットワー ク(OJNET:OtemaeJudy'sNETwork、 以後OJNETと 呼

ぶ)は1996年2月 に導入された。 当時はインターネ ッ トブームの最中であ り、人文社会系

や家政系などのコンピュータや情報処理 に対す る知識や技術の蓄積 が充分でない大学にお

いても、イ ンターネ ットに接続 して自らホームページを持 ち大学案内などの情報発信をす

るこ とが 緊急 の課題 と して考 え られ ていた 。 本学 も同 じ動 機 か らORIONS(Osaka

RegionalInformationandOpenNetworkSystems:大 阪地区大学間ネ ッ トワー ク)に

加 盟 し、OJNETを 構築す るとともに、ホームページをは じめとす る様 々なネ ッ トワーク

サー ビスを提供 し、教育研究活動や学生サー ビスへ の活用 、入試広報活動や各種業務遂行

への利用 を計 るとともに、 システムの信頼性 と性能の向上、そ してサー ビスの充実 と利用

促進 の啓蒙普及を計 り、当初予定 していた成果が得 られたもの と自負 している。

1999年3月 にOJNETは 丸3年 を迎 えるのを 目前に して、新た なネ ッ トワーク構想を思

案中である。本稿では、 これ を機会に筆者が これ まで行 ってきたOJNETに 関す る導入、

運用管理 、利用実績 などに関す る考察を行 い、 これ までのOJNETに 関す るネ ッ トワー ク

管理 の総括 を行うとともに、OJNETの 課題 と将来計画 にっ いての私案を述べ る。

第2章 導 入 と更 新

OJNETの 導入(96年2月)準 備か ら現時点(98年10月)ま での経緯の概要をOJNET年

表 と して表1に 示す。

導 入準備期間は95年9月 か ら96年2月 までの6ヶ 月 を要 した。 この間、イ ンターネ ッ ト
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表10JNET年 表

年 月 内 容

95年 9月 イ ン ター ネ ッ ト利 用 の た め の 調 査 の 開 始

大 阪地区大学 間ネ ッ トワーク(ORIONS)連 絡協議 会への 出席 、導入 に必要 な知識 を得 る

10月 学 長 ヘ イ ン ター ネ ッ ト導 入 の 提 案 を行 い、 了 承 され る

10-12月 業 者 折 衝 、見 積 作 成(10業 者)

11月 日本 ネ ッ トワー ク イ ン フ ォ メー シ ョンセ ン タ ー(JPNIC)へ の ドメ イ ン名(otemae.ac.jp)

12月 大 阪 メデ ィア ポ ー ト(OMP)へ の高 速 デ ジ タ ル専 用 線 の 申 し込 み

日本 ネ ッ トワ ー ク イ ン フ ォ メ ー シ ョンセ ン タ ー(JPNIC)か ら ドメ イ ン名(otemae.ac.lp)

業者決定(日 立製作所)
96年 1月 予算確保

大 阪 地 区 大 学 間 ネ ッ トワー ク(ORIONS)連 絡 協 議 会 へ のIPア ドレス の 申 請

夙川キャンパスへの接続に関する協議

2月 大 阪 地 区 大 学 間 ネ ッ トワー ク(ORIONS)連 絡 協 議 会 か らIPア ドレス の 認 可

高速 デ ジ タ ル専 用 線 の接 続 、 開通(イ ン ター ネ ッ トに接 続)

2-4月 シス テ ム構 築 、 パ ソ コ ン実 習 室 の 開設

4月 OJNETの 運 用 開 始(メ ー ル サ ー バ 、 フ ァイ ル サ ー バ 、 パ ソ コ ン実 習 室)

PPP接 続 サ ー ビス の 開 始

5月 WWWサ ー バ(ホ ー ムペ ー ジ)の 運 用 開 始 大 手 前 女 子 学 園 の ホ ー ムペ ー ジ完 成

夙川キャンパスの接続

6月 大手前キャンパスへの接続に関す る協議

8月 大手前キャンパスの接続
12月 ネ ットワーク性能向上のための予算確保

97年 2-4月 ネ ッ トワ ー ク性 能 向 上 の た め の シ ス テ ム改 良(BIND4.9.5、Squidの 導 入)

パソコン自習室の設置

実習室パソコンの新年度用各種設定
4月 大 阪地 区大 学 間 ネ ッ トワ ー ク(ORIONS)マ ル チ プ ロキ シ計 画 に 参 加

大手前栄養文化学院独自のホームページ完成
5月 (夙川 キ ャ ンパ スOCNETの 運 用 開 始)

大 手 前 キ ャ ンパ ス 、B棟 研 究 室 へ の ネ ッ トワー ク接 続

8月 OJNET-2(NTT、OCNエ コ ノ ミー に よ る実 験 ネ ッ トワ ー ク)の 立 上 げ

9月 OJNET～2に よ るISDN(INS64)で のPPP接 続 サ ー ビス の 開始

11月 大 阪 地 区 大 学 間 ネ ッ トワー ク(ORIONS)マ ル チ プ ロキ シ計 画Ver.2に 参 加

大手前女子大学独自のホームページ完成

(従来 の学 園 ホ ー ム ペ ー ジ は 、3学 が それ ぞ れ運 用す る こ とに な る)

98年 2-4月 パソコン実習室の新年度用各種設定
パ ソ コ ン 自習 室 のOJNET-2へ の 接 続

5月 OJNET-2に プ ロキ シサ ー バ を 設 置 、 マ ル チ ホ ー ムの 実 験 開 始

7月 事 務 関 連 サ ブ ネ ッ トの ネ ッ トワー ク設 定 変 更

10月 図書システム構築(完成予定)

関 連 の 情 報 収 集 、 業 者 選 定 とネ ッ トワ ー ク構 成 の 決 定 、JPNIC(JapanNetwork

InformationCenter:日 本 ネ ッ トワー ク イ ン フ ォメ ー シ ョンセ ンター)へ の ドメ イ ン名

(otemae.ac.jp)の 申請 、ORIONSへ のIPア ドレス(Cク ラス4つ)の 申請 な どを行

い 、現 在 のOJNETの 基 本 構成 が 決定 され た。

導 入期 間 は96年2月 中 旬か ら4月 初 旬 まで の2ヶ 月 弱 を要 した。96年2月 にOMP(大

阪 メ デ ィアポ ー ト)に よ る高速 デジ タル 専用 線 がORIONSと の 間 に開通 し、 日立 製作 所 の

SE(シ ス テムエ ンジニア)と ともにDNSサ ーバ の運 用 を開始 し、本 学 は晴れ て イ ンター

ネ ッ トに接続 す る こと とな った。 そ の後 、 メ ール 、WWW、 プ ロキ シ、 フ ァイル の各 サ ー

バ の立上 げ と設 定 を行 うと ともに、パ ソコ ン実習 室 のク ライア ン トの設 定 とア プ リケ ー シ ョ

ンソフ トの イ ンス トー ル を行 い、4月 初 旬 にOJNETの 運 用 開始 を公 式 に発表 した 。

大 手前 女 子学 園 は、夙 川 、伊 丹 、大 手 前 の3っ のキ ャ ンパ ス か らな り、夙川 キ ャンパ ス
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には大手前女子大学、伊丹キ ャンパ スには大手前女子短期 大学 、大手前キ ャンパスには大

手前栄養 文化学園がある。OJNETの 導入は伊丹キ ャンパ スか ら始 まった。96年5月 には、

伊丹キ ャンパスと夙川キ ャンパスとの間に高速デジタル専用線を引 き、OJNETは 夙川キ ャ

ンパスでも利用で きるようになるとともに、それに合わせ て本学ホームページによる情報

発信を開始 した。

96年8月 には、伊丹キ ャンパスと大手前キ ャンパ スとの間に高速デジタル専用線を引 き、

OJNETは 大手前 キ ャンパスで も利用できるようにな った。 合わせて大手前キ ャンパスで

は社会 人対象 のスキルア ッププ ログラムが スター トし、パ ソコン関連の講習がOJNETを

利用 して行われた。

この頃か らORIONS内 のイ ンターネ ット利用者が急激に増加 し、Webに 起 因す るネ ッ ト

ワー ク トラフ ィックが上昇 していった。 この結果 ホームページの表示速度が低下す るとと

もに、経路情報のや りとりにっ いても支障が出るまでに事態は深刻 な状況になってい った。

96年 秋頃よ りORIONSの メー リング リス トで この問題が議論 され、対策 と してキャッシュ

サーバ(Squid)に よるWebの トラフ ィックの低減を 目指 したマルチ プロキ シ計画Ver.2

が提案 された。本学は同計画の趣 旨に賛同す るとともに、本学ホームページの表示速度の

向上を期待 して同計画に参加す ることとを96年12.月 に決定 し、翌97年 春 にキ ャッシュサー

バ(Squid)を 立 ち上げるとともに、DNSにBIND4.9.5を 導入 した。 この措置によ り、97

年前期 のOJNETの ネ ッ トワー ク性 能はか な り改 善 され た。 しか しなが ら97年7月 の

ORIONS総 会 において、学術系 ネ ッ トワークと商用系ネ ッ トワー クとのエ クスチ ェンジポ

イン トで深刻なボ トルネ ックが発生 してお りネ ットワー クは壊滅状態にあり、また97年10

月にはORIONSの 接続先をWIDEか らSINETに 変更す ることに伴ってネ ットワーク トラフィッ

クは更に悪化する見込みであ

るとの説明があ った。一一時は、

ほぼ壊滅状態に近か った ネ ッ

トワー クも98年 に入 り落 ち着

きを取 り戻 し、現在では、そ

のネ ッ トワー ク トラフ ィック

の混雑 も徐 々に解消され てお

り、快適 とまでは言えないが

大 きな トラブルもな く、運営

され てい る。

OJNETの 平成10年9月 現

在のネ ッ トワー ク構成の概略

は、図1の 通 りである。

〔騰 騰騰鰍1繍 黛 ずlll∴…

図1大 手前女子学園 ネ ットワーク図
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夙 川キ ャンパスで は、97年4月 よ り大手前 女子大学 が教育 系ネ ッ トワー クと して、

OtemaeCollegeNETwork(OCNET)と い う独 自のネ ッ トワー クを構築 してい る。

また、伊丹キ ャンパ スでは、度重 なるネ ッ トワー ク トラフ ィックの混雑解消へ の新たな

足がか りを模索す る為 、商用系のOCNに 接続 した新た な実験ネ ッ トワー クをOJNET-2

として構築 し、OJNETへ のISDN回 線による接続を可能に した。

筆者が主 と して携わ っている伊丹キ ャンパス、大手前女子短期大学の教育系ネ ッ トワー

クの構成図が図2で ある。サーバー室を新たに設け るスペースがなか った為、情報処理研

究室 にサーバーを置き管理 している。

また、サーバを置いてい るD棟 と本館の間は、公道 をはさむ為、当初か ら128KBの 高速

デジタル専用回線 で接続 していたが、98年7月 に なってようや く、LANで 接続す ること

に成功 し本館での事務系ネ ットワー クとの快適 な通信 を可能 に した。現在 は、図書 システ

ムの開発を手がけ、98年10月 末の完成を 目指 してい る。

図20JNET大 手前女子短期大学 教育系ネッ トワーク

第3章 運 用 管 理

3-1WWWサ ー バ

3-1-1大 手前女子学園ホームページ

96年5月 、大手前女子学園ホームペー ジを開設 した。 同年2月 にネ ッ トワー ク作業 を開

始 してか ら3ヶ 月 という短い準備期間での立 ち上げ とな ったが 、95年1月 の阪神淡路大震

災で大手前夙川 キャンパスが全壊 し、96年5月 が ち ょう ど新校舎の竣工式 となった。新た

な出発 として、大手前 を世界 に向けて宣伝するという意気込みか ら、ホームページも同時

に立 ち上げ ることとな り、作業 は急 ピッチで進め られた。当時は短期大学でホームページ

を持っ学校が全国390校 の女子短期大学の うち、約1割 にも達 していなか った為、試行錯
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誤のうちに作業 は進め られ、無事 スター トした。

98年9月 までに、大幅 な改造は3回 行 った。最初のホームページは、広告宣伝会社 に画

像を依頼 し、大きな画像を多用 した。 当時の 日本のネ ッ トワー クでは、14.4KBの モデム

回線でホームページを閲覧す るユーザが大半であった為、アクセスに時間がかか るという

苦情 もあったことか ら、改 良を加 え、2度 目の改造では画像の使用 を極力押 さえた ものに

した。その後、 さらにイ ンターネ ッ トブームが加熱 し、JAVA、 動画 などの流行 と、高速

モデム回線や、ISDNの 普及によ り、再び画像 も多用 した内容へ と変更 し魅力 あるホーム

ページを 目指 して、随時更新 しなが ら運営 している。

97年4月 か らは、学 内掲示板を開設 し、学内インフラの充実に向けて動き出 した。98年

4月 か らは、学 内掲示板で、休講等の連絡や、教職 員のみが アクセスできるページも開設

す ることにより、教職員の連絡網 の充実 をはか っている。

また、開設当初は、学園全体のホームページと して開設 したが、97年 に入 り、大手前女

子大学がOCNETと いう新た なネ ッ トワークを立 ち上げたのを機会に、大手前女子大学 は

独自のホー ムペー ジを開設 し、 また、大手前栄養文化学 園ものちに、独 自のホームページ

を持っに至 り、現在では3学 が個別 に運用する形を取 っている。

3-1-2全 国大学デ ィレク トリサー ビス

大手前 女子学園のホームペー ジを開設す るにあた り、一般 のユーザに役立っ情報 をホー

ムペー ジで提供 しようという 目的で、全国全ての女子大学 、短期大学 の住所 、電話番号、

キ ャンパ スの写真そ してホー ムペー ジのあ る大学 のURLを 掲載す るデ ィレク トリサー ビ

スを開設 した。 これ は、非常に好評で現在も、助手、学生アシスタン トの協力を得 なが ら、

日々更新 を続けてい る。

全国女子大学 、女子短期大学 のデ ィレク トリサー ビスが好評であ ったため、97年7月 か

らは、全国大学 のデ ィレク トリサー ビスを、そ して97年12月 か らは共学短期大学 のサー ビ

スを開設 し、これ により日本の全大学院、大学 、短期大学 のデ ィレク トリサー ビスが完成

した。他 の大学や一搬 業者 においてもイ ンターネ ッ ト上で全国大学 のURLの デ ィレク ト

リサー ビスを開設 しているところも最近ではい くっが見 られ るが、大手前のデ ィレク トリ

サー ビスではURLを 持 た ない大学 にっいても全 ての学校 の住所、電話番号 と写真を掲載

しているという特徴がある。

また、この全国大学デ ィレク トリは、英語版も同時に開設 してお り、98年4月 か らは、

Yahooに 登録 した こともあい ま って、海外か らのア クセ ス数 も徐 々に増加 してい る。

WWWの ホームページへのア クセスの中で、このデ ィレク トリサー ビスにっいてが大半を

占めている。

大学、短期大学の廃校、短期大学か ら大学への移行 など、18歳 人 口の激減による大学再
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編成の動 きを受け、また、新たにホームページを開設す る大学の情報収集 など、 日々の更

新が不可欠で手間と時間のかか るホームページではあるが、アクセス数は増加す る一方で

あ り、イ ンターネ ッ ト上でサー ビスの一環 として今後 もできる限 り存続させたいと思 って

いる。

3-2メ ー ル 、 フ ァ イ ルサ ー バ

メールア ドレスの発行にっいては、当初、大手前女子学園職員全員 と教員の希望者、学

生では、当短期大学の生活文化学科 と秘書科のうち、秘書科学生全員 と生活文化学科の希

望者 に限定 してスター トした。その後、徐 々にメール取得者の制限 を緩 めて、98年4月 に

は教職員全員、短期大学学生全員、卒業生の希望者そ して、専門学校の学生希望者がメー

ルア ドレスを保有 している。それ により、短期大学 内での学 内イ ンフラの環境が整 うこと

とな った。 これ によ り、ゼ ミ単位、 クラス単位、学年 ・学科単位等でのメー リング リス ト

や、教員 の委員会 レベルでのメー リングリス トによる連絡網 も充実 し現在 に至 ってい る。

教員 と学生の個人的な接点がで きた ことによ り、学生が気軽にメールで教員 との コミュ

ニケー シ ョンや連絡ができる媒体 と して定着 してきてい る。

フ ァイルサーバは、OSにWindowsNTを 使用 し、容量 は4GB準 備 して、学生約1,500

名と教職員をユーザ登録 している。ユーザ登録 には、大手前独 自のユーザ登録 プログラム

を 日立製作所 に開発 してもらい運用 している。 ファイルサーバの使用状況について言えば、

データの保管場所 としての機能 はほとんど果た していないとい っても良い。 これは当初の

予測 とは大幅に違う結果となった。授業内容がMicrosoftWord、Excel、VisualBasicな

どで大半 を占め、他 にホームペー ジの作成や個別 のゼ ミにおいて大量 の画像 デー タを扱 う

授業 もあるが、概 して、デー タはフロッピーによる運用が90%以 上を占めている。 この理

由の一つ と して、詳細は後述す るが、自宅にパ ソコンを保有す る学生が多 く、授業 の課題

を自宅で処理す るという学生側の運用面での影響が大きい。また、メールで使用す るメー

ルボ ックスも各 自フロ ッピーで運用 していることもあ り、当初考えていたよ りもフ ァイル

サーバは、あまり使用 されていないという現状で ある。

3-3実 習 室 パ ソ コ ン

OJNET開 設時 のイ ンターネ ッ ト環境 を整 えたパ ソ コン実習室 は2教 室 であ り、OSは

Windows95を 使用 してい る。機種は、NEC36台 、 日立 フローラ56台 で スター トした。2

教室の授業稼働率が非常に高いため、97年4月 か らパ ソコン自習室 を作 り10台 設置 した。

自習室 はことのほか好評で、常 に満杯状態であ る。学生が腰を据えて勉強す る為には、授

業 に使われ ない自習室は必要不可欠であ ると思われ る。

パソコン実習室 にっいて、パ ソコンの ソフ トウ ェア等 のバージ ョンア ップや追加 ソフ ト

～45～

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUnlverSlty

浦畑 育生ほか;大 手前女子短期大学 学術情報ネットワークに関する考察

の イ ンス トール 、 メ ンテナ ンス な ど大 幅 な変 更 は年 に1回 実施 して い る。96年 度 は 、学 生

が ネ ッ トワー ク環境 設 定等 を勝 手 に変更 す るこ とを懸 念 して、 シス テ ムポ リシー の制 限 を

厳 し く設定 し、個 人 のデ ス ク トップ環 境 も保 存 す る形 で運 用 した 。 これ に よ り、パ ソ コ ン

の障害 はか な り回避 され た と思わ れ る。 しか し、 新た な ソフ トの追加 や メンテナ ンスに手

間が か か り、不 便 が生 じたた め 、97年 度 は 、 シ ステ ムポ リシー の制 限 をや め、 個 人 デス ク

トップ環 境 保存 のみ を実 行 した。 しか し、windows95の 個 人 デ ス ク トップ環 境 の保 存 は

機 能 的 に中途 半端 で あ り、 問題 が生 じた為 、98年 度 は 、全 ての制 限 を外 して運 用 して い る。

それ ぞ れ利 点 と欠 点が あ る為 、99年 度 以 降 は 、 よ り完 成 度 の 高 いWindowsNTも 視野 に 入

れ て考 え て いきた い と思 ってい る。 現在 教室 用 パ ソ コ ンに イ ンス トー ル して い る主 要 ソフ

トは、MlcrosoftOffice97、VisualBasicO5、InternetExplorer4.01、Almai132、Paint

ShopPro4.01そ してJWCADで あ る。

3-4リ モ ー トア ク セ ス と 自宅 学 習 用 ノー トパ ソ コ ン

OJNETで は当初 よ り、一一般公衆回線4回 線 を準備 し、PPP接 続 サー ビスを実施 し

て、学生、教職員が 自宅か らメールの送受信や ホームペー ジを閲覧で きる環境 を整えた。

97年9月 か らは、ISDNに よるPPP接 続サー ビスを1回 線追加 し運用 している。一般公

衆回線4回 線 にっいては、 トラフ ィックの混雑は現在のところ生 じていないが、最近では、

自宅 をISDN回 線に変更す る人も多 くな り、っ なが りにくくなってきてい る()ISDN回 線に

っいては今後増や してい く方向で検討 したいと思 っている。

自宅で イ ンター ネッ トが使 える環境 を整えた ことに伴い、OJNET開 設 当初の96年4月

に、学生 の 自宅学習用 ノー トパ ・ノコ ン購入の斡旋 を した ところ、Windows95の ブー ムも

あって、初年度には1年 入学時に秘書科200名 中70名 が ノー トパ ソコンを購 入 した。97年 、

98年 も各40名 以上が購入 している。最近では、入学時に既にパ ソコンを自宅 に持っ学生 も

多 くなり、過去3年 間の秘書科学生1年 生の7月 時点で のアンケー ト調査によると、学生

のパ ソコンの保有率は、96年 は約50%、97年 は約55%、98年 は、約70%と 向上 している。 こ

れ は、1年 生7月 時点の調査であるが、2年 生の卒論の時期にパ ソコンを購入する学生も

多い為、学生のパ ソコンの保有率はか なり高いと思われ る。

第4章 課 題 と将 来 計 画

2000年 度 よ り、伊丹キ ャンパ スの大手前女子短期大学は、一部が4年 生大学 と して社会

文化学部 に転身 し、男女共学 となる予定である。従来の短期大学 の生活文化学科 も内容を

リフ レッシュして存続 し、短期大学と大学が共存す る形 となる。社会文化学部は人間環境

学科 と社会情報学科 の2学 科を持 ち、両学科共、パ ソコン、ネ ッ トワー クをエ ン ドユーザ

の立場で最大限 に活用す る学科 となることは間違 いない。 したが って、4年 目を迎え る

一46一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUniverSity

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」第18号(1998年)

OJNETの 今後の大幅改造 と将来計画は、それ らを念頭 に置いて検討す ることに した。

4-1ネ ッ トワ ー ク環 境 の 拡 大 整 備

99年 度以降のOJNET将 来構想の概要を図3で 示 した。

図30JNET伊 丹キャンパス 将来構想

現在のOJNETは 、ORIONSと128KBの 専用回線で接続す ることによ り運用 している。ネ ッ

トワーク トラフ ィックは、プロキシサーバの立ち上げな どによ り、かな り緩和 されたもの

の、教室のパ ソコン56台 で同時 に情報検索 を行うという授業 の運用にはか なりの無理が生

じている。また、図書館 、各研究室 な どのクライアン ト数 も年 々増加 し、現在では教育研

究部門だけで約120台 のクライア ン トが存在す る。2000年 度には、伊丹キ ャンパ スの教育

系パ ソコンだけで200台 を越 え、今後 もます ます増加す る傾向にある。 したが って、次の

ネ ッ トワークでは、専用回線 を1.5MBに す る構想は不可欠であろう。

また、専用線 の接続先 にっ いて、OJNET接 続 当初の状況で は、関西の学術系であれ ば

ORIONSに 接続を依頼す るのが一般的であったが、現在ではORIONS側 もパ ンク状態に陥 っ

てお り、今後は、文部省の学術情報セ ンターが運営す るSINETに 接続する必要が出て くる

であろう。 また、学術系ネ ットワー クのSINETに メンテナ ンスや障害が生 じた場合の対応

策 と して、現在はOJNETの 実験ネ ッ トワークと して立 ち上げてい る商用系ネ ッ トワーク

のOCNへ も並行 して接続 しマルチフ ォーム形式での運用 によ り、 より安定性 の高 いネ ッ

トワークを 目指すっ もりである。最近 は、商用系ネ ッ トワー クで、プロバ イダの競争が激

しく、今後 の専用線の接続先については、 日々変化す る情勢の中で、広 い視野での選択が

必要 になって くるであろう。
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学 内LAN環 境にっいては 、教室関係のLAN環 境は整備 されたものの、教員用 の各研究

室へのLAN整 備は教員か らの強 い要望にもかか らわず、建物 の立地条件 などの不都合も

伴 って今だ完備されていない状態である。新学部設置 に伴い、新 たにマルチ メデ ィアセ ン

ター(M棟)の 新校舎が建 ち、サーバー室 、パソコン教室2教 室 、自習室 と してメデ ィア

ルーム1教 室、教員研究室ができる予定である。 これを機会に、今 までなお ざりにされて

いた伊丹キ ャンパ スの各棟、各研究室全てにLAN環 境を整 える予定である。

そ して、図3に 示 した とお り、現段階では検討中であるが、スイ ッチ ングハ ブを3っ ト

ライア ングルに設置 し、1つ のハ ブに障害が生 じた場合 のLANの 安定性 も考慮に入れ よ

うと考えている。

また、PPP接 続 にっ いては、現在 は、公衆 回線4回 線 、ISDN回 線1回 線を引 いている

が、受け入れ側 のモデ ムの性能 ア ップと、ISDN回 線 の増設は不 可欠であろう。今後は、

公衆回線とISDN回 線の両方で23回 線使用で きるINS1500で 検討を進めている。上述 したと

お り、学生 のパ ソコンの保有率が非常 に高 くなっている為、PPP接 続 に対す る配慮 、ま

た、学生が ノー トパ ソコンを学校に持 ちこんでLANに っ な ぐことのできる環境の整備 も

不可欠であろう。

4-2WWWサ ー バ

WWWサ ーバ はOJNET設 立以来 、ネ ッ トワーク トラフ ィックを考慮に入れ て、学 内か

らアクセスす る大手前女子短期大学 のホームペー ジはフ ァイルサーバに置いて閲覧 してい

る。そのため、ホームページの更新にっいては、学内閲覧用のファイルサーバとWWWサ ー

バの2箇 所 の更新が必要であ り、手間 と時間が二重にかか っている。勿論、2箇 所 に置 く

ことによ り、学外で閲覧 され るよ り前の段階で学内においてチ ェ ックできるというテス ト

機能 は働き、よ り正確 な情報 を発信できるという利点 もあるが、や はり2度 手間 というデ

メ リッ トの方が大きい。それ を解消す るため、97年 度か らは、 日々の更新が最 も多い、休

講の報知や学生呼び出 しなどを掲示 している学 内掲示板の部分を独立 させ、 ファイルサー

バ とは別 のwindowsNTサ ーバで運営 している。 これによ り、学内掲示板 につ いては1

度の更新で済み、部分的には問題が解決 したようであるが、根本的な解決 には至 っていな

いQ

そ して、事務系の各部署 、教育系の各研究室か ら要望の高い、各部署のパ ソコンか ら直

接WWWを 更新できる環境 については、現在 のところ整 っていない。 また、学生のホーム

ページは、秘書科にっいては96年 度から全員、生活文化学科にっ いては希望す る学生がホー

ムペー ジを開設 しているが、少数 のパ ソコン愛好家 の学生以外は、1度 作成す るとそのま

ま2年 間更新 も加え ないという現状である。内容もホームページ作成練習発表 という域を

越 えることが ない。現在は、学生のホームページにっ いても、学生が作 ったホームページ
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をサーバに コピーす るという形 をとっていることも更新 回数の少 ない原因 とな っている。

以上のようにWWWサ ーバにっ いては、かな り課題 を残 している。将来構想と しては、現

在、利便性 を考えて2っ に分けたWWWサ ーバは一っに集約す る方が、運営上、効率が 良

いと思われ る。今後は、事務系 の各部署、各研究室、学生個人、また卒業生が手軽に各パ

ソコンか らホー ムページを更新で きる環境 を整えてい く予定である。ただ、その場合 の情

報発信内容にっいてのチ ェック機能にっいては問題が残 り、今後の検討事項 である。

また、大手前女子短期大学のホームページへの外部か らのアクセス数は、3-1-2で

述べたように全国大学 ディレク トリサー ビスが大半を占めている。続 いて学生のホームペー

ジへのアクセス数も多い。学校情報 、入試情報へのアクセスは現在のところ伸び悩 んでい

るとい った状況である。高校生が進学情報 の収集に利用す ることはまだ数少ないようであ

る。広報効果 を考えると、全国各地か らアクセスされ る全国デ ィレク トリサー ビスの効果

は、大手前女子短期大学 を、全 国そ して世界 に宣伝す るとい う意味で非常に効果的である

といえる。今後 も存続させていきたいと思 っている。新た に50音 順も検討中で ある。そ し

て、2000年 に始 まる伊丹キ ャンパスにお ける4年 制 の新学部の設置 を機会にホームペー ジ

全体の4度 目の大改造 を考案中である。

さらに、もう一っ検討 しているのは、ホー ムペー ジ上 の同窓会ネ ッ トワークである。卒

業生か らの就職情報 などの情報収集は、在校生にと って大切 な情報源であ る。OJNETで

は、卒業生 も希望者 にはホームページやメールア ドレスを継続 して使え るシステムを取 っ

てい るが、年 々、卒業後 の更新者は増加 している。今後 もよ り一層卒業生へ の浸透 をはか

り、OJNETを 通 じた同窓会ネ ッ トワークの充実 を目指 したいと思 っている。

4-3メ ー ル 、 フ ァ イ ル サ ー バ

メールの運用は現在 のところ、各個人のメールボ ックスは、原則 と してフロ ッピーで管

理 している。OJNET開 設当初、 自宅か らOJNETへ のPPP接 続 も推奨す るというね らいも

あ り、より簡単に誰もが何処で も手軽にメールをチ ェックできるという目的か らこの方法

が始 まった。 しか し、フロッピーの常時携帯は不便であ り、またメールソフ トの機能の向

上なども視野に入れ なが ら、今後 は、サーバで各個人のメールボ ックスを管理す る方向で

検討を進めている。

フ ァイルサーバについても、各個人 のデータ管理は、ほとん どが フロッピーでの運用で

あり、あ まり機能 しているとは言えない。今後は、4年 制の新学部の性格か らも各個人の

データ量の増加 は十分考え られ る。各個人 のメールボ ックスの管理 と並行 して考えてい く

予定である。現在のところ、WWWサ ーバ とファイルサーバを併用 させ ることにより、ホー

ムページの更新 もスムーズに行える環境 を模索中である。

また・学生 のパ ソコン保有率も高 くなっている為 、個人のフ ァイル管理 にっいては十分
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な配慮が必要 になってくるであろう。

4-4実 習 室 、研 究 室 パ ソ コ ン

新学部の設置に伴い、現在新校舎を建設中であ り、サーバ室、パ ソコン教室関係 は、そ

の新校舎に集中す る。現在は、情報処理研究室にサーバを置いているが、人の出入 りの激

しい研究室にサーバを置いていることにより、塵や埃が原因 と見 られ る トラブルが発生 し、

また、研究室のメ ンバーの側 か らす ると、サーバか らの騒音 に悩 まされている。新校舎で

は、サーバ室 を独立 させ て管理す る予定である。パ ソコン教室は、56台 教室を2教 室 とす

る。現在の2教 室は台数が違 う為、授業の時間割編成 に支障をきた しており、両教室 とも、

台数、ソフ ト共に、同 じ環境であることが望 ま しいと判断 した。そ して現在大変好評であ

る自習室 と してメデ ィアルーム1教 室 を完備す る予定である。 また、教員の全ての研究室

にもLAN環 境 を整備 し、パ ソコンを設置す る予定であ る。

伊丹 キャンパスの教育部門だけで、約200台 のパ ソコンを管理す る上での最大の問題は、

各パ ソコンの障害対策である。現在でもネ ッ トワーク管理者は、障害対策にかな りの時間

を取 られ 、他 の大学 においても同 じ問題 を抱えているところが多い。

現在 では、それに対応す る為 に、自動的に再 インス トールできるマシ ン等 も開発 され て

お り、予算の許す範 囲においてそれ らを検討す る必要があるであろう。 また、OSに っ い

て言えば、現在 は、Window95を 使用 しているが、より信頼性の高いWindowsNTも 視野

に入れて考えていきたい と思 っている。

第5章 結 言

OJNETを 導 入 して約3年 が経過す る。大手前女子学 園は、学 園全体が大きな過渡期 を

迎えている。98年 度か らは、大手前栄養文化学園が共学 とな り、大手前女子短期大学 も、

上述 のとお り、2000年 度か ら一部が共学 の4年 生大学 に転身す る予定である。同時に、96

年か ら試行錯誤 のうちに始 まったOJNETは これ か ら充実期 を迎えようと している。学園

の過渡期 の中で、OJNETが 果たす役割 は大 きく、大手前学園 の将来を担 っていると言 っ

ても過 言ではない。今後 もOJNETが 学生そ して教職員 にとって満足度 の高いネ ッ トワー

クとなり、また、イ ンターネ ッ ト上の一つのネ ッ トワー クと しての役割 を担 うOJNETが 、

世界 に向けて、より充実 した情報 を提供できるネ ッ トワークとして成長す ることを念願 し

ている。

[参 考 文 献]

1)白 鳥 則 郎 他,コ ン ピュー タ ネ ッ トワー ク,オ ー ム社,1997.

2)C.Malamud,後 藤 滋 樹 他訳,イ ン ター ネ ッ ト縦 横 無 尽,共 立 出版,1994.

3)上 原 政 二 監 修,標 準LAN教 科 書,株 式 会 社 ア ス キ ー,1995.

-50一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce


